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１ 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

(1)流域及び河川の概要

石川は、その源を新潟県東頚城郡松代町蒲生（標高389m）の頸城丘陵に発し、北上し
さばいし ひがしくびき まつだい か も う

て、石川ダム上流で石黒川を合わせ、刈羽郡高 柳町の中央部を流下して、柏 崎市安田
いしぐろ か り わ たかやなぎ かしわざき や す だ

、 、 、 、付近で長鳥川を合流 同市上原付近で別山川を合わせて 方向を西に転じ 日本海に注ぐ
ながとり かみはら べつやま

流域面積277.0㎞、流路延長48.1㎞の二級河川です。2

その流域は、柏崎市、西山町、高柳町、松代町、刈羽村、大島村の１市３町２村からな
にしやま おおしま

り、柏崎地域広域市町村圏における社会・経済の基盤をなし、本水系の治水、利水、環境

についての意義は極めて重要です。

流域の気象は、上流域の高柳町及び松代町は国内でも有数の豪雪地帯であり、近年の年

間累計降雪量は最大11m、平均9m程度であることに対し、下流域の低平地は対馬海流の影

響を受けるため上流域に比べ温暖であり、年間累計降雪量の平均は2m程度です。

近年10ヶ年の年平均降水量は、刈羽平野の柏崎観測所で2,266㎜、西山町で2,071㎜、山

地にある石川ダムで2,641㎜あり、いずれも全国平均を上回っています。また、柏崎観

測所での年間平均気温は13.4℃です。

流域の地形は、長鳥川合流点より中上流域の山地・丘陵地帯と下流域の低平地に大別さ

れます。中上流域の西側は、黒姫山、鷲の巣山などの山地からなり、これら山地を境に鵜
くろひめ わし す う

川流域と接しています。一方、流域の東側は、塚山、八石山、天王山などの標高200～500
つか はちこく てんのう

ｍ程度の丘陵からなり、渋海川流域と接しています。
しぶ み

、 、 。上流域は 石川の浸食により著しく開析され 斜面の多くは崩壊地形をなしています

下流域は、柏崎市の中心地域及び水田地帯を形成しており、流域で最も大きな支川である

低平地河川の別山川が合流し、大雨の際には冠水しやすく、特に砂丘の背後地は低湿地と

なっています。

流域の地質は、中上流域の基盤岩が鮮新世の西山層，白岩層及び更新世の魚沼層に相当

し、泥岩や砂岩・泥岩互層などの固結度の低い軟岩や段丘堆積物などからなります。下流

域は、第四紀完新世の沖積層が刈羽平野の低地をつくり、更新世の段丘堆積物が刈羽平野

の台地及び丘陵状の地形をつくっています。海岸付近では、第四紀完新世の砂丘堆積物が

発達しています。

このような地形と地質の状況により上流の石川ダムは、計画時の想定よりも堆砂の進

行が速い状況にあります。
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河川及び流域の環境は、石川上流域では山地を特徴づける植生が広がっており、尾根

や比較的緩やかな斜面に成立する自然植生のブナ林やミズナラ林及びコナラ、アカメイタ

ヤ、ホオノキ、コシアブラ、ミズナラなどを構成種とする代償植生の混合林と山腹の急傾

斜面地や崩壊土上の低木や草本群落などが分布しています。黒姫山東部には、アカメイタ

ヤの優占割合が高く、多雪地に成立した貴重な森林が残されています。河床は大きな礫を

、 。 、中心に構成され 所々露岩しています 瀬にウグイやアブラハヤなどが生息しているほか

礫底にアカザやカジカ、泥底質の河床にスナヤツメも生息しています。また、小魚を捕食

するカワセミやヤマセミが生息し、自然豊かな空間となっています。河川と人との係わり

は、高柳町の河川親水公園や同じく高柳町で農山村体験滞在型交流観光事業により整備さ

れた「じょんのび村」などの施設を中心に河川空間利用が盛んに行われています。

中流域に位置する刈羽平野周辺の丘陵下部には、自然更新によるアカマツ林が広く分布

し、海抜高度が増すにつれて落葉広葉樹林が多くなり、標高約150m以上でアカマツ林は尾

根のみに分布するようになります。集落周辺では、谷筋を中心に小規模なスギ植林がいた

るところに見られるためアカマツ林やコナラ林などがモザイク状に分布しています。河床

は砂礫、礫を中心に構成され、淵にギンブナ、河岸の入り組んだ淀みや細流、水際の植生

の間にタモロコ、ホトケドジョウが生息しています。平地部のほとんどは水田が占め、の

どかな田園風景を呈しています。

下流域に位置する刈羽平野の植生は、大部分が水田植生であり、集落周辺には屋敷林や

畑地の植生が一部見られます。また、春期には水田でシギの群れ、秋期には海岸近くで数

万羽のカシラダカ、アオジ、オオジュリンなどのホオジロ科の鳥が渡っていく光景が見ら

れます。河床は砂、砂泥を中心に構成され、河岸の入り組んだ淀みや水際の植生の間にタ

、 、 、 、モロコやメダカ 瀬を生息の場とするアユ オイカワ カマキリなど様々な魚類が生息し

秋にはサケも遡上します。また、平成7年度から柏崎市の石川改修記念公園整備と一体

となって、良好な水辺空間を形成する河川整備を行い、今後さらなる河川空間利用の促進

が期待されています。

河口部は代償植生が多く、この地本来の植生は極めて少なく、海岸地域に僅かに自然植

生が残されています。海岸地域の自然植生を代表するものとしては、砂丘地の草本、低木

群落です。また、渡り鳥やサギ類、セキレイ類などの野鳥にとって河口近くのアシ原から

なる悪田自然緑地は、絶好の休憩・営巣の場となっています。
あく た

支川の別山川の植生は、丘陵地ではコナラなどの落葉樹とアカマツの混合林の他、柿を

代表とする果樹園が帯状に広がっています。一方、平野部では、水田植生が広がっていま

す。水際の植生の間にホトケドジョウ、瀬にオイカワなど様々な魚類が生息しています。

また、別山川流域には溜池が多く見られ、農業用水の水源を確保するとともに、ハクチョ
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ウなど渡り鳥の休憩の場となっています。

水質については、河口～別山川合流点（感潮区間）までがＣ類型、別山川合流点～長鳥

川合流点の間がＢ類型、長鳥川より上流についてはＡ類型となっており、平成2年から平

成11年度までの過去10ヶ年の公共用水域水質測定結果では、BOD75%値は環境基準値を概ね

満足しています。

、 、 、 、 、 、本水系の治水事業の歴史は 利水との関係が深く 大正8年の善根 与板 安田 南條

藤井の5堰を改築することを主目的とした改修工事に始まり、昭和21年から本格的な河川

改修事業に着手しました。その後、昭和34年7月の集中豪雨、昭和40年9月の台風による洪

水被害に対し、災害復旧事業などを実施するとともに、昭和41年に石川ダム建設に着手

し、昭和49年に完成しました。

さらに、昭和53年6月には、梅雨前線により石川ダムの計画規模を上回る豪雨のため

大出水が起こり、流域で約1,500世帯の浸水被害を被りました。このことから、基準地点

天保橋における基本高水ピーク流量を1,020m /s、計画高水流量を950m /s、主要地点安政3 3

橋における計画高水流量を1,100m /s、支川別山川の主要地点新田橋における計画高水流3

量を260m /sとする工事実施基本計画を策定し、築堤や掘削を行い河積を増大し、護岸な3

どを施工してきました。

しかし、平成7年7月11日、17日、8月10日と立て続けに水害に見舞われ、特に8月の出

水は、計画規模を上回る出水のため別山川流域を中心に400棟の浸水被害を被っており、

治水施設の整備はいまだに不十分な状況です。

なお、過去に高潮災害はありません。柏崎市周辺の気象，地形条件などにより、高潮が

起こる可能性が低く、かつ、既往最高潮位（T.P.1.20m）が河口周辺の地盤高と比較して

低いことも一助となっています。

河川水の利用については、沿川に広がる約3,800haのかんがい用水としての取水が中心

で、その他に克雪用水などにも利用されています。取水は主に水系内の本川及び支川の表

流水に依存していますが、渇水時には十分な取水ができない状況となり、著しい減水区間

が生じています。こうした背景のもと、農業用水の安定した水源確保を目的とした新規貯

留施設が建設中です。

河川の利用状況については、水際での釣りや堤防を利用した散策、上流域のカヌーなど

の他、学校の総合学習の場としても利用されています。また、石川ダムの湖畔ではキャ

ンプや釣りに利用されている他、毎年、野鳥の探鳥会も開催されています。
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(2)河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

石川水系における河川の総合的な保全と利用に関する基本方針としては、河川整備の

現状、水害発生の状況、河川利用の現況及び河川環境を考慮し、また、関連地域の社会経

済の発展に対応するよう「新潟県長期総合計画 「新潟県環境基本計画」などとの整合」、

を図り、既存の水利施設などの機能の維持に十分配慮して、水源から河口まで一貫した計

画のもとに、次のような河川整備を推進します。

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関しては、当該流域が県内の農業・工業の重要

地域であることから、既往最大である昭和53年6月洪水、平成7年7月洪水及び県内の他河

川の整備規模などを勘案し、石川の基準地点天保橋において、100年に1回程度の降雨で

発生する洪水を安全に流下させることのできる整備を目指すものとします。また、支川に

ついては、本川と整合を図り、整備を進めるものとします。

このため、堤防の新設、拡幅及び掘削を行い河積を拡大し、護岸などを施工して洪水の

安全な流下を図ります。併せて、整備途上段階の施設能力や計画規模を上回る洪水に対し

て被害を軽減するため、洪水ハザードマップ作成を支援するなどの情報提供を行い、地域

住民の防災意識の向上を図り水防活動などの維持・体制強化を支援します。また、洪水時

の警戒避難体制をより一層整備するため、水防管理者や関係機関、地域住民などと連携し

て情報伝達・共有体制の充実を図ります。

河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関しては、流況の把握に努めながら

既得利水との調和を図り、流水の正常な機能の確保に努めます。また、特に渇水時には河

川巡視を強化し、被害軽減のため関係機関などに情報提供を行い、利水者相互間の協力・

連携を得られるよう努めます。

河川環境の整備と保全に関しては、治水と利水との整合を図るとともに、魚類などの移

動に配慮した河川の縦横断的連続性を確保し、上流域の豊かな自然と中下流域ののどかで

美しい田園地帯を貫流する河川環境を保全・復元することを基本とします。また、地域と

河川の関係を理解するとともに、魚類などの調査を定期的に行いながら新しい技術的知見

や多自然型川づくりの実績を十分に踏まえ、石川の特性を十分に考慮した河川整備に努

めます。

中上流域では、瀬・淵や水際などの処理に配慮し、アブラハヤやギンブナ、ホトケドジ

ョウなどの生息環境の保全・復元に努めます。また、高柳町における河川親水公園のよう

に、市町村と連携・協力をし、すべての人が利用しやすい河川空間の形成を推進します。
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下流域では、みお筋の確保や瀬、水際などの処理に配慮し、アユやタモロコなどの生息環

。 、 、 、境の保全・復元に努めます また 市町村と連携・協力をし すべての人が利用しやすく

まちづくりと一体となった水辺空間の形成を推進します。

、 、河口部では 鳥類の貴重な休憩・営巣の場である悪田自然緑地と隣接していることから

これと一体となった良好な河川環境の復元に努めます。

支川の別山川では、瀬・淵や水際などの処理に配慮し、オイカワ、ホトケドジョウなど

の生息環境の保全・復元に努めます。また、流域内の溜池は、流域の水環境の向上にも寄

与していることから、関係機関などと連携してその活用と保全について検討します。

河川の維持管理に関しては、災害の発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能

の維持及び河川環境の整備と保全の観点から、河川の有する多面的な機能及び河川整備に

より向上された機能を十分に発揮・存続できるよう適切に行います。また、河川利用者へ

の安全性に配慮した維持管理を行います。さらに、地域住民や関係機関などと連携した維

持管理を推進するため、河川に関する情報の提供・共有を幅広く行います。

河道内の植生の繁茂や埋塞土砂については、利水、環境に配慮しつつ、洪水の安全な流

下を図るために適切に維持管理を行います。

石川は、かんがい期に河川流量が少なくなり瀬切れを起こすことがあるため、適切に

巡視し、渇水被害の軽減に努めます。また、河口部の埋塞土砂の除去や石川ダムの堆砂

対策を行います。さらに、地域住民の河川環境への保全意識を高めるために、子供たちへ

の野外河川教室を実施します。
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２．河川の整備の基本となるべき事項

(1)基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項

基本高水のピーク流量は、基準地点天保橋において1,050m /sとし、このうち洪水調節3

施設により100m /sを調節して河道への配分量を950m /sとします。3 3

基本高水ピーク流量などの一覧表
（単位：m /s）3

基本高水の 洪水調節施設 河道への
河 川 名 基準地点名

ピーク流量 による調節流量 配分流量

 石 川 天 保 橋 1,050 100 950

(2)主要な地点における計画高水流量に関する事項

計画高水流量は 基準地点天保橋において950m /s 主要な地点安政橋において1,100m /s、 、3 3

とします。支川別山川については、主要な地点新田橋において310m /sとします。3

石川 計画高水流量配分図

9501,100

310

石川

別山川

日
本
海

単位:m
3
/s

■基準地点

●主要な地点

新田橋

天保橋安政橋

●

● ■
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(3)主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項

本水系の主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は、次表のと

おりとします。

主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅一覧表

河 川 名 地 点 名 河口または合流点 計画高水位 川 幅

からの距離（km） T.P.（ｍ） （ｍ）

 石 川 安 政 橋 河口から 0.67 3.51 108

〃 天 保 橋 河口から 6.12 7.33 74

別 山 川 新 田 橋 合流点から1.95 6.23 53

（注）T.P.：東京湾中等潮位

(4)主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項

天保橋地点から下流における既得水利は、農業用水として0.372m /sの許可水利とかん3

がい面積約70haの慣行水利、この他に下水道処理用水として0.023m /sがあります。3

支川別山川の新田橋地点から下流における既得水利は、農業用水として0.087m /sの許3

可水利とかんがい面積約10haの慣行水利があります。

これに対して、過去20年間（昭和56年～平成12年）の平均低水流量は、天保橋地点で

は3.4m /s、新田橋地点では0.5m /sとなっています。天保橋地点及び新田橋地点における3 3

流水の正常な機能を維持するために必要な流量は、利水の現況、動植物の保護・漁業など

を考慮し、概ね下表の流量とします。

流水の正常な機能を保持するために必要な流量 （単位：m /s）3

4月1日～ 9月1日～ 10月1日～ 11月1日～
河川名 地点名

8月31日 9月30日 10月31日 3月31日

石川 天保橋 １．１ １．９ １．８ ０．７

別山川 新田橋 ０．２ ０．４

なお、天保橋地点下流及び新田橋地点下流の水利使用の変更に伴い、当該水量は増減しま

す。
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